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株式会社クボタは、世界の人口増加、地球環境問題、日本での就農人口の減少等、食と農業
を取り巻く課題の解決に向けて、食や農業を表す「アグリ」と最先端や最前線を表す「フロン
ト」の意味を持つ農業学習施設「KUBOTA AGRI FRONT」（以下「学習施設」という。）を令
和５（2023）年に北海道北
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市に開設しました。
学習施設内は、食と農業に関わる課題と未来について、

知り、考え、体験するため、４つのエリアを見学するプロ
グラムで構成されています。最初のエリアでは食と農業の
すばらしさと、農業を取り巻く課題等を映像で学び、次の
エリアではチームに分かれて、「農業経営シミュレーション
ゲーム」（以下「ゲーム」という。）に挑戦します。ゲームで
は、自分たちが経営する農場で栽培する作物や、作物の販
売先等を選択します。作物の育て方には手作業で丁寧に栽
培する「こだわり農業」もあれば、大規模な農場で機械を
使って省力化を図る「スマート農業」等があります。また、
販売先には街の青果店、スーパーマーケット、食品の加工
工場、外食産業等の多様な販路があります。参加者は「つ
くる」と「売る」の２つのバランスを考えながら、栽培す
る作物や栽培方法、販売先を選んでいきます。ゲームの途
中には、実際の農業経営のように、天候不良等の突然の困難が訪れたり、逆に人材育成や社会
貢献で収益向上につながる好機が生まれたりするなど、ゲームを通して農業経営の面白さや大
変さ、農業の多様性や食料が生産されてから消費者の食卓に届くまでの過程を楽しみながら学
ぶことができます。屋内栽培のエリアでは、自動運転の農機、自動作業機、植物工場等、最先
端の農業技術を使って施設内で野菜を栽培しており、栽培の様子を見学することで、農業技術
が農業の課題を解決していく様子を知ることができます。屋内栽培エリアで育てた野菜の一部
は学習施設に併設するカフェで実際に食べることもできます。プログラムの最後には、おにぎ
りを食べ、プログラム全体を通して、おいしい「食」を体験し食への感謝の念を育むとともに、
食や農の未来に向けて必要となることを考えるきっかけづくりをしています。参加者からは、

「生きていくには、ごはんがとても大切。」、「食料を生産する大変さや、１つの食料が届くまで
に様々な人たちが関わっていることがわかった。」等の感想が聞かれています。

そのほか、学習施設では、学習施設に隣接する認定こども園の園児による野菜の植付け・収
穫体験や、施設スタッフや大学教員による食育講座等が実施されており、「“食と農業”の未来
を志向する仲間づくりの場」として企業や行政、教育機関等、多様な主体が連携した取組を広
げています。

今後も、農業に携わる人、農業技術を開発する人、食を届ける人、食を提供する人、そして
食べる人、子供から大人まであらゆる人が、食と農業に向き合い、未来のためにできることを、
ともに学び、考える場所となるよう取組を続けていきます。

チームで議論し、様々な経営の
判断をするゲームの様子
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栽培エリアで、最先端の栽培を見学
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最前線の学習施設で食と農業の魅力や可能性を楽しく学ぶ
株式会社クボタ（大阪府）
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